8-2-1　総務委員会

1. 主な活動の記録
(1) 活動目標
総務委員会は、前年度に引き続き中期行動計画の担当施策1-5：適正な責任担保制度の確立、1-8：適正な知的財産権の運用の推進について、委員会内のワーキングを中心に検討を継続するともに、企画委員会と合同の｢契約約款研究会｣へも継続して協力することとした。また、3-1：倫理を促す協会制度の創出に関しては具体的に活動可能な新たな検討組織を提案する。
(2) 委員会の開催
· 委員会開催：月1回予定
· 研究会への参加：随時
2. 実績報告

(1) 1-5：適正な責任担保制度の確立
前保険制度検討委員会委員長井出氏、水間氏から活動内容等の引継ぎを受け、残された問題点について個別に説明を受ける。
(2) 1-8：適正な知的財産権の運用の推進
今までの各関係委員会報告の取りまとめ、課題整理を行う。

(3) 職業倫理啓発委員会発足提案

部会長指示により、最近における談合事件や建設業者によるコンサルタントへの設計協力などが社会的問題として浮上したことを受けて、総務部会の中に新たに「（仮称）倫理・コンプライアンス委員会」を設置することを提案。｢職業倫理啓発委員会｣として新委員会が発足した。
(4)裁量労働制提案の見直し

H16年4月の報告書について、当業界を取り巻く環境変化を受け内容の見直しを行い、新たな提案とするよう部会長から指示を受ける。2月、3月と委員会内において制度内容の勉強会を開催している。今後業者アンケート、ヒアリング等を行い実態把握するとともに当業界への導入可能性を検討する。
3. その他報告事項

(1) コンサルタント業務事故調査アンケート報告
同業務に関する｢事故｣の実態調査を協会員に行い、事故の再発防止と業務遂行上における安全性向上の観点からアンケート調査を行い、12月に関係者に調査結果を送付した。

(2) 組織検討委員会への参加
今年度第2次検討委員会として、支部活動の問題点把握を中心に活動し課題解決を図っておりその委員として検討に参加した。
(3) 建コン賠償責任保険の事故割増制度導入

保険会社、また㈱アールアンドディセキュリティも含めヒアリングを行い、保険運用内容を検討した結果、事故割増制度の導入を認めざるを得ない、という結論になり、総務部会を通じて提案を行った。
4. 次年度の活動について

(1) 責任担保制度WG
㈱アールアンドディセキュリティと定期的な情報交換の場をもち、保険加入者増加策などを検討提案し具体化していく予定である。
(2) 知的財産権WGの活動
インフラストラクチャー研究所からの支援を受け、今まで積み残された課題抽出、関連事項の整理、改善策検討を行っていく。

両WGに関して、契約約款研究会が特別委員会となり活動が活発化するので積極的に参加し課題解決への協力体制をとっていく。
(3) 裁量労働制提案の見直し提案
前回H16年との違いは現在までの労働環境の変化が大きく、多くの社員が長時間労働となっているなかでその対策としての裁量労働制の導入という考え方が強いと思われる点である。前回アンケートに対しては、各社がどう環境変化に対応し裁量労働制を対応させているか、どう制度変更させているか、を調査する必要がある。
（総務委員会委員長　高橋　直利）

